
紹
　
介

峯
岸
賢
太
郎
著

『
近
代
に
残
っ
た

　
　
　
習
俗
的
差
別
』

　
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
「
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
近
代
の
習
俗
的
差
別
に

関
す
る
資
料
を
集
め
て
整
理
し
、
部
落
問
題
に
一

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
」
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
近
世
身
分
史
・
賎
民
史
に
お
い
て
旺
盛
な

研
究
活
動
を
続
け
て
い
る
著
者
は
、
以
前
に
論
文

「
近
世
に
お
け
る
部
落
差
別
の
習
俗
的
形
態
」

（『

迫
事
竭
闌
､
究
』
八
七
、
　
一
九
八
六
年
六
月
）

で
近
世
の
習
俗
的
差
別
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て

お
り
、
そ
こ
で
の
成
果
を
も
っ
て
、
近
代
の
習
俗

的
差
別
の
あ
り
様
を
検
討
し
て
い
る
。

　
習
俗
的
差
別
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ぼ
、
別
器
・

別
火
・
別
浴
・
別
婚
・
銭
洗
い
・
家
内
立
ち
入
り

拒
否
な
ど
の
「
差
別
的
扱
い
」
の
こ
と
で
あ
り
、

日
常
的
に
強
度
に
習
慣
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
人
的
交
わ
り
か
ら
の
絶
対
的
排
除
、
あ
る
い
は

存
在
そ
の
も
の
の
無
視
と
い
う
姿
態
」
を
と
る
。

二
つ
の
章
か
ら
な
る
本
書
の
第
一
章
で
は
、
こ
の

差
別
に
抗
す
る
闘
い
の
事
例
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
か
ら
習
俗
的
差
別
の
豊
愚
な
具
体
例
を

あ
げ
、
習
俗
的
差
別
の
諸
相
を
概
観
し
て
い
る
。

　
著
老
が
、
習
俗
的
差
別
に
注
目
す
る
の
は
、
こ

の
差
別
が
「
日
常
生
活
の
上
で
最
も
普
遍
的
に
し

て
本
来
的
な
差
別
」
で
あ
り
、
「
部
落
差
別
を
部

落
差
別
た
ら
し
め
て
い
る
差
別
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章
の
最
後
で
、
部
落
問
題
に
お
け
る
習
俗
的

差
別
の
位
置
づ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、

近
代
の
部
落
問
題
を
現
象
的
に
「
格
差
」
と
「
障

壁
」
と
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
貧
困
な
ど
の
「
格

差
」
に
部
落
問
題
の
本
質
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

習
俗
的
差
別
や
意
図
的
差
別
（
服
装
・
髪
形
に
お

け
る
差
別
強
制
、
侮
蔑
的
言
動
な
ど
）
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
「
障
壁
」
に
本
質
が
あ
る
と
す
る
。
こ

の
「
障
壁
」
の
「
本
来
的
・
基
底
的
形
態
」
が
習

俗
的
差
別
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
習
俗
的
差
別
は
、
無
意
識
的
に
行
わ
れ
る

と
こ
ろ
に
、
そ
の
解
消
の
困
難
さ
が
あ
る
。
戦
後

に
残
っ
た
習
俗
的
差
別
の
事
例
も
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
近
現
代
の
部
落

問
題
の
本
質
を
「
身
分
的
遺
制
」
（
あ
と
が
き
）
と

見
た
上
で
の
こ
と
で
あ
り
、
習
俗
的
差
別
は
「
解

消
の
道
」
を
歩
み
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
田
中
正
造
愚
輩
を
愛
す
」
で
は
、
現

代
に
お
け
る
部
落
問
題
解
決
の
た
め
の
主
体
的
営

み
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
部
落
民
と
同
じ
器
で

水
を
飲
み
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
ま
た
部
落
民
を

家
に
あ
げ
、
湯
に
入
れ
る
な
ど
し
て
、
意
識
的
に

習
俗
的
差
別
を
否
定
し
た
田
中
正
造
（
著
者
は
こ

の
行
動
を
明
治
初
期
に
あ
っ
て
は
「
革
命
的
」
と

評
す
）
の
生
き
方
と
人
と
な
り
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
青
年
期
か
ら
民
権
家
時
代
の
正
造
の
買
い
立

ち
・
言
動
を
追
い
、
そ
こ
に
豪
者
の
見
い
だ
し
た

も
の
は
、
「
人
格
に
お
け
る
平
等
性
」
と
い
う
正

造
の
人
権
思
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
思
想
が
、
正
造

の
「
革
命
的
」
行
動
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

天
皇
を
強
く
崇
拝
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

正
造
が
「
革
命
的
」
行
動
を
と
り
得
た
と
い
う
こ

の
事
例
は
、
現
代
の
部
落
問
題
解
決
に
お
け
る
人

権
思
想
の
も
つ
重
要
性
を
示
し
て
い
る
（
本
章
は
、

著
者
の
「
被
差
別
民
一
人
格
的
身
分
」
と
い
う
と

ら
え
方
と
符
合
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
。

　
本
書
は
、
一
般
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ

た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
は
あ
る
が
、
近
世
史
研
究
者

で
あ
る
著
者
が
自
己
の
研
究
成
果
を
生
か
し
、
ほ

と
ん
ど
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
習
俗
論
の
視
角
か

ら
近
現
代
の
部
落
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
だ
け

に
、
近
現
代
部
落
史
研
究
に
一
つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
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介紹

を
与
え
る
著
書
と
な
ろ
う
。

　
　
（
A
5
判
　
六
三
頁
　
一
九
九
〇
年
一
一
月
　
兵
庫

　
部
落
問
題
研
究
所
　
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
横
弁
敏
郎
　
立
命
館
大
学
大
学
院
生
）

会
　
　
告

　
去
る
六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て
、

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
記

一
、
平
成
二
年
度
　
決
算
報
告

一
、
平
成
三
年
度
　
予
算
案
　
別
紙
原
案
通

　
り一

、
役
員
交
替

　
ω
　
理
事
上
田
正
昭
、
矢
守
一
彦
、
評
議

　
　
員
門
脇
禎
二
氏
の
退
任
。

　
②
　
理
事
に
小
野
和
子
、
服
部
昌
之
（
評

　
　
議
員
よ
り
）
、
評
議
員
に
鳥
居
一
康
、
高

　
　
橋
正
、
西
山
良
平
、
藤
井
学
、
水
野
直

　
　
樹
氏
を
選
任
。

　
③
　
常
務
理
事
に
金
田
章
裕
、
間
野
英
二

　
　
氏
を
選
任
。
な
お
、
旧
常
務
理
事
服
部

　
　
春
彦
氏
は
理
事
に
、
紀
平
英
作
氏
は
評

　
　
議
員
に
復
帰
。

編
　
集
　
後
　
記

　
よ
う
や
く
馨
陶
し
い
梅
雨
も
あ
が
り
、
本
格
的

な
夏
空
が
の
ぞ
く
季
節
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

会
員
各
位
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

七
四
巻
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
、

論
説
三
、
ノ
ー
ト
ニ
、
紹
介
一
と
い
う
構
成
で
す
。

書
評
が
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
碩
学
の
論
説
・

ノ
ー
ト
に
、
新
進
の
デ
ヴ
ュ
ー
作
二
本
と
い
う
充

実
し
た
内
容
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

御
吟
味
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亮
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

藏
塾
験
朋
二
諸
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
史
林
繁
七
四
巻
笛
四
号
（
遜
巻
笙
三
ハ
八
丹
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
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学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
七
一
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
審
長
　
　
竺
　
　
沙
　
　
雅
　
　
章

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
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町
五
〇
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